
「開成町富士山火山避難計画」の概要

「いのちを守る」避難を最優先し、「くらしを守る」避難を最大限配慮する。

（１）町の方針
●県内市町村への避難を基本とし、噴火の様相に基づき避難調整を決定
●県外への避難が必要な場合:三県（山梨、静岡、神奈川）相互協力し三県内での避難を
協議会が調整

（２）避難先を決定しない理由
噴火の推移は「複雑かつ予想困難」であり、それぞれの推移に応じた避難先が必要であるため。

●処置
「噴火様相に応じた避難調整先」を記述
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避難実施時期：最短の場合５

富士山東側で噴火し、溶岩が東の鮎沢川、酒匂川方向に流出
した場合、溶岩流の先端位置に基づき「避難に関する情報」を発
信する。

避難時期と避難自治会
（流出発生日時をXとする）

国道２４６号 避難準備

静岡県小山町役場 避難決定

山北町清水橋 避難指示
(最短 X+3日目)

避難実施要領６

避難先
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